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除雪などで過去最悪500人以上が死傷
　昨冬、北海道では雪により500人以上の方が人的被害を
受けました。
　これは記録が残る中では過去最悪で、ほとんどが除雪中
に発生しています。多いのは、屋根やはしごからの転落、次
いで落氷雪、除雪機によるものでした。
　除雪をするときは、次のことに注意しましょう。

屋根の
雪下ろし

▶ ハシゴの脚を滑らないよう固定し、乗っているときは支えてもらいましょう。
▶命綱を身に付けて安全を確保しましょう。
▶やむを得ず1人で行うときは近所に知らせておきましょう。
▶軒下に人がいないことを確認しましょう。
▶気温に注意しましょう（マイナス3度より高い気温になると、雪が落ちや
すくなるので注意してください）

除雪機の
取り扱い

▶吹雪などで視界が十分でない場合は、使用はやめましょう。
▶雪を飛ばす先、通行人、車両通過の有無などの安全確認を行いましょう。
▶ バックするときは、低速で障害物や足を取られる物がないか確認しましょう。
▶点検や手入れの際は、必ずエンジンを切りましょう。
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命を守るために知ってほしい 「特別警報」

雪に埋もれた車の中は大変危険です‼
　今春、道東方面を中心に吹き荒れた暴風雪により9人の尊い命が犠牲となりました。
　吹きだまりで立ち往生した車内に排気ガスが流入し一酸化炭素中毒になったり、徒歩
で帰宅を試み行き倒れとなったものです。悪天候が予想されるときは、外出を控えること
が一番ですが、予定を変更できない場合は、次のことに注意しましょう。

情報収集 ▶出発前に道路や気象など防災情報を確認し無理はしない。
運転中 ▶視界不良のときは、安全な駐車場を探し無理せず天候の回復を待つ。
吹雪などで
立ち往生

※万が一に備えて、携帯電話の充電器や防寒着、スコップなどを積んで
おきましょう。

　気象庁では大雨、暴風、大雪など、これまでの「警
報」に加え、警報基準をはるかに超える異常な現象
が予想され重大な災害の起こる恐れが著しく大き
い場合、直ちに命を守る行動をとるよう呼び掛ける
「特別警報」の運用を8月30日から開始しました。
　9月13日に発生した台風第18号では、発表基準で
ある「数十年に一度の大雨」が降ると予想された京

都府、滋賀県、福井県に9月16日、運用開始後初めて
特別警報が発表されました。
　特別警報が発表されるときは、一生のうちに何度
も経験しないような危険な状況で避難勧告や避難
指示を発令する事態が考えられます。最大限の警戒
最善の行動で自分自身や家族の命を守りましょう。
（情報提供：札幌管区気象台）
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